




要約 

 本分科会は三年にわたり不妊治療という人為的操作が妊娠・分娩・出生児におよぼす影

響について基礎・臨床の両面から研究した。その結果,二つにまとめられた研究報告にみら

れるように,心身障害発生防止の基礎となるいくつかの研究成果が得られたが,同時に日進

月歩の生殖生理学研究の発展にも多大の貢献を与える成果も得ることが出来た。 


